
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-活

2

201

の体

こ

考え

新し

捉え

市の

あ

進め

活動経緯-

新し

2015 年度か

16 年度から

体制で活動を

これまでの利

えから脱却し

しい居住の場

え方を探って

の全体像、そ

り方等を提案

めている。 

- 

地方都

い住環境

から始まった

他大学も交

を行っている

利便性最優先

し、これから

場・住まい方

ていく。また

そのための計

案することを

 

市にお

境価値

た本プロジェ

えて、5 大学

る。 

先の住環境の

らの時代に求

方のあり様、

た、次世代に

計画ツール、

を目的として

ける 

を考える

ェクトは、

学 6 研究室

の捉え方・

求められる

住環境の

に向けた都

法制度の

て、研究を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る 

-対象

 函館

たが、

少し始

は札幌

可能性

 一方

総合研

年と

-昨年

 20

を中心

 20

査デー

市市街

定を行

査を行

象地

た。

象地の概

館市は、193

、1980 年の

始め、2015 年

幌市、旭川市

性都市」にな

方で、観光地

研究所による

2014 に 1 位

年度までの

15 年度は函

心に現地調査

16 年度から

ータや地理情

街地の基礎的

行った。また

行い、さらに

区住民への

■活動地

北海道函

■活動期

2015 年 4

■活動体

工学院大

研究室／

室／芝浦

究室／千

室／新潟

■活動キ

住環境価

方都市／

■2018 年

B4 内野智

 

要- 

5 年までは道

345,165 人を

年では 265,

市に次いで 3

なっている。

地として人気

る地域ブラン

位を獲得して

の活動- 

函館市の観光

査を行い、調

は科研費の

情報システム

的調査と、調

た、選定した

に市役所等へ

アンケート

地域 

函館市 

間 

4 月～継続中

体制 

大学 野澤研究

／関西大学 

浦工業大学 

千葉大学 秋

潟大学 松井研

キーワード 

価値／住まい

／函館 

年度メンバー 

智貴 

道内一人口が

をピークに人

979 人とな

3 番目となり

 

気があり、ブ

ンド調査では

ている。 

光名所や中心

調査結果をま

助成を受け

ム等を利用し

調査する対象

た対象地区の

へのヒアリン

ト調査を実施

中 

究室 星

岡研究

桑田研

秋田研究

研究室 

い方／地

が多かっ

人口が減

り、現在

、「消滅

ブランド

は、2009

心市街地

とめた。

、国勢調

し、函館

象地の選

の現地調

ング、対

施してき

 



 今年

町の福

た。 

 また、

参加全

研究会

研究発

内野智

変化と

を対象

-個別

2018

年度は、個別の

福祉コミュニテ

、3 月には、科

全研究室の参

会を開催して

発表と意見交

智貴：「地方都

と課題に関す

象として～」

別研究テー

8 年度の

の研究として

ティに関する調

科研研究 3

参加を得て、

、市民（専門

換を行った。

都市の住宅地

する研究～函

 

ーマ- 

の活動内

は、内野によ

調査・研究を

ヶ年のまとめ

函館におい

門家・一般市民

 

地における住

函館市日吉町

内容 

よる日吉

を実施し

めとして、

いて公開

民）への

住環境の

町 4 丁目

 2019 年

ティプラザ

た。配付資

文集を作成

 研究会に

員 6 人と院

者 24 人を

参加者は

ディスカッ

さんの意見

見えてきた

-公開研

3 月 3 日（日

ザ G スクエ

資料として、こ

成し、参加者

には、主催者

院生・学生 4

を得て、会場は

、長時間の研

ッションが行わ

見が寄せられ

たと言える。 

研究会- 

）13:30～16:

ア多目的ホ

これまでの成

者に配付した。

者側として研究

人、そして地

はほぼ満席の

研究発表に耳

われた。参加さ

れて、これか

30、函館コミ

ールにて開催

果物を収めた

 

究グループの

地元等からの参

の状態であっ

耳を傾け、活発

された方から

らの研究課題

 

ュニ

催し

た論

の教

参加

った。

発な

らたく

題も


